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＜連絡事項＞
・早急に事故報告書（電子カルテのものではなく昔の書式で）を作成して高橋SGMまで提出し

てください。

11/6　日勤の採血時の記録

11/6　準夜帯の記録（この時点では気づいていないと思うので著変なしとかでいいです）

11/7　深夜帯での発見から当直医、主治医報告まで

M-SHELLに関してはカンファレンスで話し合い個人ではなく病棟として提出するので作成しなくていいです。

＜患者様連絡事項＞
.船場　妙子様～東病棟から、南病棟へ転出となる。
・工藤　蓉子様～東病棟から、南病棟へ転出となる。
・関野　節子様～東合併症室から、Cユニットへ移動となる。11/8（水）16時から面談予定（Dr、FaOK）である。
・藤井　孝蔵様～日赤病院へ転院となる。
・澤口　利香様～自身で右鎖骨へ注射針刺す行為あり。X-P所見で、注射針確認される。八戸市立市民病院受診となる。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。口調の荒さ、指示的発言、スタッフへの威嚇あり。要求が通らないと大声で暴言聞かれている。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～時間隔離中。妄想様の発言や色情行為はみられずホールで過ごされている。引き続き、精神症状の観察をおこない早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。9：40施設スタッフと共に帰院。就床前薬を早く飲みたがったり、早朝覚醒があったりしたと情報あり。次回は11/15　10：30～11/17　10：30の外泊を予定しているとの事。帰院後は奇声を上げることはないが、他者への付きまとい見られ見守り要している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・佐藤　美江様～食事は各食2/3摂取できている。ケア、介入に拒否はあるが、強い抵抗はない。
＜要注目患者様＞
・和田　昌様～バイタルサイン異常なし。食事1/3摂取できている。
・内田　勇三様～帰宅要求聞かれず対応穏やか。
・宮川　鉄雄様～意思疎通不良である。血糖４検。バイタルサイン異常なし。
　　　　　　　　持参薬あるが、11/9まで、内服止めの指示あり。LTセットBプラン
　　　　　　　　オムツ①
＜馬渡Dr診察＞
・熊谷　樹里様～OTに参加しないのは「お金が掛かるから」と幻聴で聞こえると話している。Drが説明するが「馬鹿にしてるんですか」と返答している。行動化は無い。臨時薬内容変更で7日分処方となる。

・坂本　いと様～臨時薬同内容で７日分処方となる。
・石藤　ツエ様～臨時薬同内容で７日分処方となる。退院を進めるよう指示あり。
・松井　由香様～夢は見るが、悪い夢ではないとのこと。徐々に自宅退院も検討してもいいでしょうとのこと。臨時薬同内容で７日分処方となる。
・畠山　正治様～大声で叫んだり、落ち着きがない。夜間も連日継続指示使用しているため、臨時処方にルネスタ、デパケンが追加になり、７日分処方となる。
・本堂　秀夫様～臨時薬同内容で７日分処方となる。
・大塚　キミ子様～臨時薬同内容で７日分処方となる。
＜新患者情報＞
①氏　名：下村　慶子様

 生年月日：昭和28年5月20日　64歳

　 性　別：女性

 　病　名：症状性精神病

　合併症：右大腿骨頚部骨折

　　病棟：東病棟合併症室

　主治医：深澤Dr

  　

（経過）

 平成29年5月16日～平成29年9月21日まで当院入院歴あり。当院入院中の平成29年9月下旬頃より発熱、歩行困難あり。骨折所見があり、平成29年9月22日八戸赤十字病院へ専門治療のため転院となった。同院入院時より38℃台の発熱があり、呼吸器科にて肺炎治療を開始。その後、10月18日整形外科にて人工骨頭置換術を施行している。術後経過は良好であり、11/2創部抜鉤。同院での身体治療終了し、当院への精神科治療継続のため転院依頼あり。Ｈ29.11.7東病棟合併症室へ入院となる。
　※LTセットBプラン、オムツ①
　※CZ-Hi(2-3-3)、白湯(100-100-100)
②氏　名：宮川　鉄雄様

 生年月日：昭和8年7月2日　84歳

　 性　別：男性

 　病　名：アルツハイマー型認知症

　合併症：糖尿病、急性胆嚢炎

　　病棟：東病棟合併症室

　主治医：伊藤Dr
  　

（経過）

 現在、八戸市立市民病院（消化器科）へ入院中。（H29.10/17～現在）糖尿病にて八戸市立市民病院へ通院治療していた。70代頃より認知症も見られ通院治療していた。4年前より介護申請しサービス利用し在宅生活していたが、平成28年11月に肺炎、平成29年に急性胆嚢炎を繰り返し、平成29年10月17日発熱を繰り返していること、認知症による影響が大きいこともあり、根治的治療が困難な状況であることなどから、当院にて認知症治療含め転院の依頼があり、家族様も希望していることから平成29年11月7日東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

※血糖４検（各食前、20時）、入院前は高血糖時のみインスリン使用していたとのこと。
　当院入院後は血糖測定のみ行い、インスリン使用するか判断するとの事。
　高血糖時は都度Drコールするようにとの指示。

　※持参薬あるが、11/9診察時まで内服止めの指示あり。
※LTセットBプラン、オムツ①
③氏　名：野田　フミ様

 生年月日：昭和5年8月14日　87歳

　 性　別：女性

 　病　名：アルツハイマー型認知症

 　合併症：誤嚥性肺炎疑い

 　　病棟：東病棟合併症室

　 主治医：馬渡Dr

  　

（経過）

　八戸市民病院にて誤嚥性肺炎の治療を行っていた。身体治療終了したため、平成29年10月20日より南山苑へ入所。入所後も発熱を繰り返してしていたが、ここ数日は発熱に加え呼吸状態の悪化も見られていた。食事摂取も不良となったため本日急遽当院初診。呼吸状態、栄養状態の悪化が見られ、入院加療が必要な状態であった為、H29年11月7日東病棟合併症室へ入院となる。

　※LTセットBプラン、オムツ①
　※食止め、内服止め
　※点滴3本キープ、抗生剤1本
